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4.家 政 思 想 の 系 譜

4.3中 世 ドイツの家父学

家父学 は これ までの家政 思想史 研究 では必 ず しも定

説化 された領 域 で はないが,こ こで は17世 紀 か ら18

世紀 にか けて もっぱ ら ドイ ツで発 達 した家父 あ るい は

家長 向 けの体 系的 な教養書 の一群 を家 父学 とみな して

お く.そ れ らは従来 「農 書」分類 の1項 目(『世界 歴史

事典』第15巻,p.75,平 凡社)で もあ り,中 で も著名

なの は ミュ ンヒハ ウゼ ン(Munchhausen,0.V.)の 『家

父書 』(DerHausvater)で あ った.一 方,そ れ らを伝

統的 な家政書 と して再評価 す る とい う近 年の試 み にお

い て,特 に 日本 で も紹 介 さ れ た の は,ホ ー ベ ル ク

(Hohberg,W.H.F.)の 『ゲオ ルギカ ク リオ ーサGeor-

gicacuriosa(緻 密 なる農業)ま た は貴族 の地 方生活 』

で あ る.

現代 か らみた家 父学 の農 書 で もあ り家 政書 で もあ る

とい う一種 の二面性 は,前 近代社 会 の当時 にあ っては

農業 経営 と家政 との統一 的一体性 をその まま映 し出 し

た もの に他 な らない.伝 統 的農 民経済 に立脚 して土 地

(領地)と 人(妻 子 だ けで はな く領民 も)を 統 べ る貴族 ・

封建 領主 の 「全 き家」(Brunner,0.『 ヨー ロ ッパ ーそ

の歴 史 と精 神』成 瀬治 ほか訳,岩 波書 店,1974年,IV

参照)こ そ,そ の成立基 盤 にあ った.家 父 は この家(所

領)の 経営 に豊富 な知識 を もって細 心の注意 を払 わね

だ な らない.家 父 書 はそのた めの いわば手 引書で あ り,

その視野 の広が りは したが って この経営 のあち ゆる領

域 に及 ぶ こ とは 『ゲ オルギ カ』(前 掲 書)の 次の よ うな

内容 構成 自体が 示 してい る.

第1巻 は農業経 営,煉 瓦窯 な どの副業,塩 抗 その他

の非農業 的原料生 産,第2,3巻 は家 父 と家母 の教 え,

第4巻 は葡萄 その他 の果樹栽培 と酒 製造,第5,6巻 は

蔬 菜,花 卉の 園芸,第7巻 麦酒 製造 や製粉,第8巻 馬

の飼育,第9巻 牛,羊,家 禽 の飼 育,第10巻 養蜂,養

蚕,第11巻 水車 や水禽 や水辺 の土地利 用,そ して最後

の12巻 は林業 と狩猟.ホ ーベル ク自身 「実 際 に,家 政

ほ ど広範 な仕事 はない」 と述 べて い るが,家 父学 の知

識 の広 が りは,そ れ を貫 く家 政 とい う原理 が見抜 かれ

ないか ぎ りにおい て時 に総花 的 な百 科全書 とさえみ ら

れたの で ある.ま た近 代科学 成立以 前 の これ らの知識

はむ ろん,呪 術 的要 素 を多分 に含 む伝承 と経験 の豊富

な蓄積 に裏づ け られた ものであ った.

この家政書 は さ らに人間 関係論 ともい うべ き家 政の

重要 なテー マの所在 も示唆 して いる.ホ ーベル クは「家

父 は神 を畏 れ,妻 と相 合 し,子 どもを教育 し,使 用人

と従属 農民 を統御 し,月 々 の 自己 の経済 をつ かさ どっ

てい くべ きであ る」 と述 べて いる.近 代 的 な家族 の範

囲だ けで はな く,異 な る身分 あるい は立 場の人 間 を包

括す る家政 にお いて,そ れ を維持 ・発 展 させ てい くた

めには家父 の 自己修 練 とあわせ て隣人 の手本 とな るよ

うな主人夫婦 の協 力関係 が必要 だ とされた.こ の家政

学 によれ ばそ もそ も伝統 的家 とい う もの は人 々の情緒

と理 性 の均 衡 を重 要 な構 成 要 素 と し,か っ これ らの

人々 に よる もろ もろの任務 の義務 的達 成 を通 じて初 め

て人 間活動 と人間 関係 の有 機 的な結合体 としての その

実質 を維持 しうる もの であ った.(福 田はぎの)
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